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「技術動向調査」により抽出し、 「特許の被引用数」に加えて、 「発明者数」 「引用特許数」
「引用論文数」などの指標と特許の質の相関を分析することを目的とする。 
 




を実証した（Carpenter et al., 1981） 。アルバートらは、ある特許が他の特許に引用された
回数と、その分野で見識を持った同僚の特許の技術的重要性に関する評価の間には、強い
相関があることを見いだした(Albert et al., 1991)。 ハーホフらは米国とドイツの特許を分析
対象とし、満期になるまで更新された特許は、それ以前に失効した特許よりも引用数が多





























3.  分析手法 
3.1  特許データベース 
特許庁が収録した CD-ROM から特許データを抽出し、 1991 年から 1999 年までの間に出
願された特許を対象として独自のデータベースを構築した2。このデータベースに収録され
ている全ての特許を対象に、 玉田が開発した自動抽出プログラムを用いて、 「発明者数」 、 「引
用特許数」 、 「引用非特許文献数」 （ほとんどが学術論文あるいは学会発表などのため、 以下、
「引用論文数」 とする） を抽出した （玉田、 2002） 。 もっとも重要な被引用特許数は、 まず、
全ての引用特許を抽出し、本データベースに収録された特許と同定し、引用された特許の
データベース（被引用特許データベース）を構築した。そして、この被引用データベース
                                                  
1  特許出願の際の冒頭の情報。発明者や出願人の住所などの基本的情報が記載されている。  
2 1991 年は原則として７月以降に出願されたデータのみが収録されており、分析対象もほ
とんどが７月以降に出願されたものである。   3
から被引用数を抽出した。そのため、被引用データベースは、 「引用した特許」及び「引用
された特許」とも、原則として、1991 年から 1999 年に出願された特許のみであるという
点である。例えば、1992 年の特許が 1981 年の特許を引用していても、本研究のデータベ
ースには、1981 年の特許が収録されていないため、データに含まれることがない。また、
1995 年の特許は、 2001 年以降の特許に引用されることも多いと考えられるが、 そのデータ
も抽出することができない。すなわち、1991 年に出願された特許の被引用数は必然的に高
くなる傾向があるが、 1999 年に出願された特許の被引用数はかなり低いという結果になる。

























  本研究では、情報通信分野として、プラズマディスプレイ（平成 14 年度） 、ライフサイ






調査」している。また、ライフサイエンスは、 「 （１）特許行政年次報告書（1998 年版）  特





ないが、前者 2 調査とほぼ同じであると考えられる。 
 
3.3  年次別 IPC3別平均値 
  前述のように分析期間に制限があるため、被引用数は出願年が最近になるに従って減少




















4.  分析結果 
4.1  重要特許の抽出 
                                                  
3  国際特許分類。90 ヶ国以上で使用されている国際的に共通した技術分野の分類である。   5
  重要特許は、前述のようにライフサイエンス分野から「ライフサイエンス」 、 「ポストゲ
ノム」 、情報通信分野から「プラズマディスプレイ」の技術動向調査に提示されているリス
トから抽出した。分析対象の特許は、ライフサイエンスの特許は 10 件、プラズマディスプ
レイ分野の特許は 26 件である。 
 
表 1  ライフサイエンス分野（ライフサイエンス及びポストゲノム）の重要特許 
 
表 2  プラズマディスプレイの重要特許 
 
4.2  年次別 IPC 別分析 
4.2.1  発明者数 
  前述のようにデータを規格化するため、全特許について、データを抽出し、年次別 IPC
別に集計を行った。発明者数の年次の推移と IPC 別の特徴を把握するため、上位 5 分野及




分野は「A42（頭部に着用するもの） 」であり、 「A44（小間物；貴金属宝石類） 」となって
いる。下位 5 分野の中で「A（生活必需品） 」の技術分類が 4 分類を占めている。 
 
図 1  発明者数の上位 5 分野 
 
図２  発明者数の下位 5 分野 
 
 
4.2.2  引用特許数 








図 3  引用特許数の上位 5 分野 
   6
図 4  引用特許数の下位 5 分野 
 
4.2.3  引用論文数 
  1 特許当たりの引用論文の件数はサイエンスリンケージと呼ばれる。図 5 に上位 5 分野、
図 6 に下位 5 分野を示した。全特許の平均は 0.3 を下回っており、一般的には、特許は、
ほとんど論文を引用していないと言うことができる。その一方で、引用論文数がもっとも






  一方で、下位 5 分野の技術分野については、ほとんど 0 の値を示している。もっとも低
い技術分野は、 「B31（紙製品の製造；紙の加工） 」である。 
 
図 5  引用論文数の上位 5 分野 
 
図 6  引用論文数の下位 5 分野 
 
4.2.4  被引用数 
  他の特許に引用された回数、すなわち、被引用数の分析結果を示す。全特許の平均値が
下降傾向にあるが、前述のように、データベースが 1991 年から 1999 年に出願された特許
を収録しているため、1999 年に出願された特許はほとんど引用されていない点に注意が必
要である。 
  もっとも被引用数が多い技術分野は「G03（写真；映画等） 」であり、次いで、 「C06（火
薬；マッチ） 」となっている。一方で、もっとも被引用数が少ない技術分野は、 「F22（蒸気
発生） 」の技術分野である。どの技術分野でも均一というわけではなく、もっとも多い技術
分野と少ない技術分野で数値は 10 倍程度の開きが出ていることが分かる。 
 
図 7  被引用数の上位 5 分野 
 
図 8  被引用数の下位 5 分野 
 
4.3  重要特許の指標の規格化 
  年次別 IPC 別の分析結果を用いて、重要特許の指標の規格化を行った。規格化された指









表３  重要特許の指標の平均値 
   








  モデル式は下記の通りである。 
Ｐｉ（ｉ＝1）＝Ｆ（Ｃ+∑αiＸｉ） 
  （Ｐｉ：特許ｉが 1 である確率、Ｆは累積分布関数、αｉ：係数、Ｘｉ：説明変数、
Ｃ：定数） 
において、ロジットモデルは、以下の式を仮定する。 
Ｐｉ＝exp（Ｃ+∑αiＸｉ）／（1+ exp（Ｃ+∑αiＸｉ） ） 
          
            表 4  ロジットモデル分析の結果 
 












































基盤となるイノベーションについての情報の有効性が大きく増大するのである。    9
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別添資料  IPC の定義 
IPC  定義 
A41  衣類 
A42  頭部に着用するもの 
A43  履物 
A44  小間物；貴金属宝石類 
A45  手持品または旅行用品 
A61  医学または獣医学；衛生学 
B04  物理的または化学的工程を行なうための遠心装置または機械 
B09  固体廃棄物の処理；汚染土壌の再生 
B31  紙製品の製造；紙の加工 
B41  印刷；線画機；タイプライター；スタンプ 
B43  筆記用または製図用の器具；机上付属具 
B63  船舶またはその他の水上浮揚構造物；関連艤装品 
B64  航空機；飛行；宇宙工学 
C01  無機化学 
C06  火薬；マッチ 
C07  有機化学 
C08  有機高分子化合物；その製造または化学的加工；それに基づく組成物 






C14  原皮；裸皮；生皮；なめし革 
C22  冶金（鉄治金Ｃ２１） ；鉄または非鉄合金；合金の処理または非鉄金属の処理 
D01  天然または人造の糸または繊維；紡績 
E05  錠；鍵（かぎ） ；窓または戸の付属品；金庫 
E06  戸，窓，シャッタまたはローラブラインド一般；はしご 
E21  地中もしくは岩石の削孔；採鉱 
F22  蒸気発生 
F41  武器 
F42  弾薬；爆破 
G03  写真；映画；光波以外の波を使用する類似技術；電子写真；ホログラフイ   11
 
表 1  ライフサイエンス分野（ライフサイエンス及びポストゲノム）の重要特許 
特許番号  出願年 IPC  発明者数  特許引用数 被引用数  論文引用数 
1991509823  1991  C12  4  0  3  0 
1991514681  1991  C12  3  0  4  0 
1992336437  1992  C12  6  6  25  79 
1994523877  1994  C12  2  0  0  0 
1995313432  1995  C12  4  3  8  25 
1995507153  1995  C12  2  1  0  0 
1996502757  1996  C12  2    0  0 
1997509996  1997  A01  2  0  0  0 
1998522870  1998  C12  4  0  0  0 
1998543715  1998  C08  6  0  1  0 
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表 2  プラズマディスプレイの重要特許 
重要特許  出願年  IPC_CLASS  発明者数 特許引用数 被引用数  論文引用数 
1991068156  1991  H01  1  0  0  0 
1991117197  1991  H01  3  0  3  0 
1991196336  1991  H01  3  1  6  2 
1991281417  1991  H01  1  0  0  0 
1992012976  1992  H01  4  0  4  6 
1992037855  1992  H01  2  0  2  10 
1992062968  1992  H01  2  0  0  5 
1992104438  1992  H01  1  0  0  4 
1992106953  1992  H01  5  0  0  7 
1992144803  1992  H01  1  0  0  0 
1993151637  1993  H01  5  0  2  5 
1993226888  1993  H01  1  0  0  0 
1994157596  1994  H01  1  0  0  14 
1994209991  1994  H01  6  0  0  0 
1995055618  1995  H01  3  0  2  14 
1995202977  1995  H01  6  0  1  14 
1996194320  1996  G09  7  0  2  51 
1996265568  1996  H01  1  0  0  1 
1996322024  1996  H01  1  0  3  2 
1996337189  1996  H01  5  0  2  13 
1997036272  1997  H01  2  0  11  1 
1997111692  1997  H01  5  0  2  3 
1997141348  1997  H01  7  0  0  2 
1997207526  1997  H01  3  0  1  4 
1998363185  1998  C03  4  0  0  0 
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表３  重要特許の指標の平均値 
平均  発明者  引用特許数  引用論文数  被引用数 
ライフサイエンス  1.27  0.97  1.80  5.63 
プラズマディスプレイ  1.42*  2.29  0.39  14.94* 




表 4  ロジットモデルの分析結果 
  ライフサイエンス分野  プラズマディスプレ
イ分野 
全体 
説明変数  係数（ｔ値）  係数（ｔ値）  係数（ｔ値） 
発明者数 1.47（2.17）* 0.59（2.20）* 0.604（2.47）* 
引用特許数  －0.29（－0.64） 0.158（2.45）* 0.137（2.2）* 
引用論文数  －0.94（－1.67）  －0.032（－0.30） 0.0717（0.095） 
被引用数 0.564（2.96）** 0.052（1.90） 0.709（2.60）** 
定数項  －4.14（－4.27）**  －3.41（－7.77）** -3.38（-9.04）** 
サンプル数  110 286  396 
χ2  適合度  106.39 348.9  1977.7 
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G03 C06 C09 B09 C08 全特許の平均
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F42 C14 B04 B63 F22 全特許の平均
 
 